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県都に残る水鳥のオアシス

吉　井　　　進

休日を利用し，望遠鏡を片手に，

大きくなった2人の子供とこの湖を

歩くことがすきだ。きらめく湖水の

ひろがるなか午後の鳥屋野潟は，い

っぱいの陽をかかえ静まりかえって

いる。水面に採食し，あるものはた

たずむ水鳥たちのシルエットは，時

おり音もなく水のわをひろげ青空が

ゆれた。

もうすぐ北へ向かう旅する鳥たちと

そばのふくらみかけた木々の芽吹き

が目にうつり，小学3年になる我が

子の姿と交差した時，少年の頃の四季と湖が

いっぱいに描き脳裏を流れた。

私の少年期のそこは，鳥屋野潟をはじめ蓮

潟，男池，三平地などはか大小様々な池があ

り，そこでゆれる波がオレンジ色にそまるま

で夕暮れまで時をすごしたものだった。

かつて湖水をふちどり一面に続くヨシの原

でバンやヒクイナの巣や卵を友達とさがした。

背たけの2倍以上もある水辺を上下に浮き沈

みしながらかきわけ，自然の不思議さはあく

ことなく語りかけ，包んでくれた。

コアジサシが青空の雲とともにうかび，水

面にダイビングする頃，仲間とこの湖に水し

ぶきをあげた。水はコアジサシのそれと同じ

く夏の強い日射しをてりかえし　ガラスがく
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だけるようにキラキラと飛び散った。

潟の北側（現桜木町）から東岸清五郎まで

の長い水面を往復して泳ぐと大人になったよ

うな気持になったものだった。潟の中央の水

の中でみる新潟市は緑色にゆれ，その向こう

に小さな家並みがヨシのゆれるにあわせ遠慮

カチちに見えた。

そのむかしと今も変らず夏鳥のオオヨシキ

リ，カッコウはやってくるが，緑と青空色の

湖の景色は消えた。少年の頃歩いた湖を今は

親と子が歩いている。生物が織なす四季の風

物詩は，遠い未来まで心の中で生きつづける

であろう。やがて冬をすごした水鳥たちが春

を残して遠い北国へ旅立つのももうすぐだ。
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烏の生物学　Ⅳ

混群の思わく－我道を行くか，かすめ取るか
上越教育大学

中　村　誉　流

カラ類の混群

いくつかの異る種の鳥が集って一つの群れ

を作っている場合を混群と呼んでいる。ちょ

っとした里山を歩くと，シジュウカラやヤマ

ガラ，エナガなどの混群によく出会う。これ

をカラ額の混群と言っている。非繁殖期には

これらの鳥が騒々しく鳴きかわしながら流し

て行くので，目立つこともあって，野鳥観察

家の問で知らない人はないだろう。たいてい

はエナガとシジュウカラが中心になっていて

それにヤマガラやコガラ，あるいはヒガラが

まじり，コゲラ，アカゲラなどのキツツキが

十宿にいることが多い。それに，キクイタダ

キとかウグイスも入っている。ま夏や秋には

コサメピタキとかサンコウチョウ，センダイ

ムシクイやメボソムシクイなどが加わってい

ることが多い。森の中の主要な小鳥が集って

しまうので，非繁殖期の林は，こういう混群

に出会わない限り，烏がいないのではないか

と思うほど静かな印象を持つ。

何よりも冬の山麓に多い鳥はエナガとシジ

ュウカラだろう。混群の種類組成としても，

この2種の組みあわせが一番多い。山里の林

はすっかり人工林化し，およそ原生林のおも

かげも無いが，こういう林の中で′、もっとも

成功している鳥といってもよいかもしれない。

ところが，このェナガとシジュウカラの群れ

を少し追跡して見てすぐ気すくことがある。

混群というのは離れたり会合したりをくりか

えしていて，常時べったりと結びついている

わけではないということだ。都合によって結

合しているのであって，ただ漫然と一緒にな

っているというものではないらしい。侍にエ

ナガの態度ははっきりしていて・自分達だけ

の群れの結束がかたく，他の種のごちとませ

の集団などまるで意に介することなく，独自

の行動をしている。早い話が，自分達だけの

交信をかわして，さっさと移動してしまう。

常に他の種などの存在におかまいなしに，我

道を行くという態度である。

他方シジュウカラを見ていると，エナガに

くっついて行こうとする態度が見られる。く

っついて行こうというだけのものではないこ

とは，もう少し注意して観察すると解って来

るだろう。エナガが枝の上に何か見つけたよ

うなそぶりをしようものなら，ジジュウカラ

が異様に接近してきて，そのエナガを追いは

らう。そして，エナガのねらっていたあたり

を探す。そこでうまく食物に出会うこともあ

れば，結局は解らなくて終ることもある。

例えば，混群の中で，それぞれの種類が，他

の種類に接近して，追いはらっているような

場所とりの例を調べてみる。エナガとシジュ

ウカラの関係では，一方的にシジュウカラがェ

ナガの枝取り（所場取り）をしていて，エナ

ガがシジュウカラを追い立てることはない。

それだけでなくシジュウカラはまわりの別の

種の烏に一番興味を持っていることが解る。

もちろんシジュウカラは自分でも食物を探す。

しかし，その時間をさいて，他の鳥の食物を

うばおうとする。ヒガラに対してもコガラに

対しても食べようとする場所の場所取りをす

るが，エナガはヒガラやコガラにもやられて

しかもやりかえす様子はない。食物に関して

我が道を行くというのがェナガであり，その

近くへ行って，あわよくくぼかすめ取ろうと
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粟　ケ　　岳

加茂市上水道貯水池が昭和32年（1955）に

竣工し，やがて第2ダムも完成して道路も良

くなり，七谷側からほ昔の大俣尾根の登山道

に加えて中央尾根のハイキ、ソグ。コース（い

わゆる新道）が拓かれ，東ケ岳も一般に親し

み易い山となった。おかげで野鳥の観察にも

便利になったが，開発には常に程度の差こそ
一あれ自然破壊を伴うもので，野鳥の生息状況

にも変化が見られる。このことについて，昭

和25年（1950）以降の菜ケ岳の鳥類目録を掲

げ，その中のいくつかの鳥をあげて簡単に述

べてみよう。（今回はワシタカ科の鳥のみ）

ミサゴ　このワシタカ科の鳥は，元来海辺

に生息し魚を主食としているが，水源地のダ

ムができて暫く経ってから，出現した。それ

も水源地に人が余り来ないシーズンに観察さ

れ爵クで，一般の目にふれるのは稀である三

顔顔辺　烏鰯癒しりながら・かなり内陸部まで侵

都度浄転お力緬「点グ平の雨生地もその例

薫ユニ陣で鞋相当長期功粥って観察できる。
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近は人出も多く，車やカラオケが持ち込まれ

るに及んで姿を消してしまった。

オオタカ　昔から鷹狩に使われた。気品の

ある美しいタカである。七谷の長瀬神社の崖

の下手の杉林で営巣しそいた。例：昭和26年

5月16日，巣の中に2卵あった。その場所は

現在営巣していないし，成鳥にもめったにお

めにかかれない。

ノスリ　冬は平野部でも見られるが，夏に

なると繁殖のため山地に移る。往時は水源地

のあたりでも，特技の空中の一点で静止する

飛翔を見ることができた。トビのように翼を

張ったまま旋回するが，トビより巽も尾も幅

が広く，全体がっちりした感じで，色はトビ

よりも褐色がかって見える。鳴声をトビのピ

ーヒョ。ロと比較すると，もっと丸味のある

喉声でピーウト鳴くだけで，あとのヒョロ■ロ

は省略である。

サシバ　このタカはノスリより人家に近い

ヽ止＿ノ

杉林などでも繁殖するためか，雛を子供たち

にとられ，遊び相手にさせられる。観察した

巣はすべてこの度害にあった。そのためで　ヽ＿J

もあるまいが，このタカはよく鳴く。その鳴

斉藤毎名付ほて，子供たちほチソミイダカ

と呼んで恒蕪村我が国吋は夏鳥として渡来す
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サカナ－移動を調べる
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新潟県水産試験場

岡　田　成　弘
予くくィ．■て～：￥＞1

魚は昔から重要な蛋白源として，我々の食

生活と深い関わりをもってきました。

しかし近年は，漁具や漁法の改良，漁船の

パワーアップ・過密化・などによって再生産の

バランスが崩れ，資瀕の減少が叫ばれていま

す。魚を保護し資源を維持するためには，産

卵場や幼・稚魚の育成場を保護したり，適正

量の漁獲を行うことが必要です。けれど海の

中は，陸上と異なり直接目で見ることが困難

なため，状況を把握することができず，どう

しても網や釣り等によって漁獲されたものに

ついて調査することが中心となってしまいま

す。そのため，必要なデータが不足しがちに

なります。それらを補うための方法として，

以前から標識放流というものが行われていま

す。これは鳥におけるバンディングと同様で

網等で捕獲した魚に，番号の書いてある標識

（タッグ）を付け，その魚の体長・体重・性

別等を記録した後に再び放流する方法です。

標識には何種煩かありますが，素早く多量に

付けることが可能なアンカータッグという標

識が広く用いられています。これは，スーパ

ー等で2足1組で売られているくつ下を止め

ているプラスチックのものと全く同じもので，

専用のガンで打ちつけます。他には，円盤型

の丸タッグやチューブ型のタッグ等がありま

すが，「いずれにしても魚体の一部に傷を負わ

せねはならず，少なからず影響が出ていると

思います。しかし魚を水からあげている間に

素早くタッグを取り付け，さらに描獲された

際人の目につきやすくなくてはいけない等の

理由から，今の技術ではしかたありませんが

今後改良すべき点で，これに関しては鳥にお

ける技術の方が進んでいると思います。

アンカータッグを付けたマダイ

移軌0成長を続けていた標識魚が再捕され

た時に，放流時と同し項目について測定を行

い，集まったデ二二タを解析することによって

その魚種の移動範囲・成長率・寿命等を算出

することができます。その結果，大変興味深

いことがわかる時もあります。例えは，底に

いる魚の代表で，あまり移動しないのではと

考えられていたヒラメが，2か月あまりで新

潟沖から富山湾まで移動していたり，ウスメバ

′レという魚（中・下越ではハチメ，上越では

セイカイと呼んでいる赤い魚）では，放流し

た場所と全く同じ所で5年後に再捕されたり，

刺網による調査の時に，標識番号のつながっ

ている個体が続けて描獲されたこともありま

す。

この様に標識放流は魚の移動等を調べる上

で有効な方法ですが，短時間の移動等を調べ

るには不向きです。それを補うために，最近

はバイオテレメトリー法という方法が用いら

れています。これは，水中で超音波を発信す

る小型装置を魚に取り付け，受信機を債んだ

船で追跡する方法で，陸上の動物によく用い

られているものです。これにより，魚の日周

移励・移動水深・水温等を調べることができ

標識放流で得ることのできなかったことを調

べることが可能です。

海の中は末だ知られていないことが多くあ

り，これからもいろいろな方法で調べられて

ゆくことと思います。標識放流はこれからも

行われます。もしかすると，初冬の河口で，

黄色い標識をつけたサケが元気に川をのぼっ

ていく姿が見られるかもしれませんよっ

－　6　－
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鳥研究　　　二・一・一一・・

ムクドリの生活

小寺也重人

石部　久

1．はじめに

ムクドリは私達に最も身近な鳥のひとつで

ある。しかし体色や嘲りが地味な故に意外と

興味が持たれていない。けれども身近に非常

に多く棲息していることは鳥の生活や生物の

生態を知る上で好適な対象と言える。また，

地味な鳥といっても，なぜ地味なのか，なぜ

そういった進化をしてきたのかという問題を

考えていけば，そのことが重要な意味を持っ

てくる。それに彼らは営巣場所を樹洞に依存

しているので巣箱を架設することによってそ

の中の様子を自由に調べることができ，写真

やビデオなどの記録を添えれば良い教材とな

る。私達は以前から生物教育や科学研究指導

に興味を持っていたので，以上のような理由

から，最もやりやすい対象としてムクドリの

生活を調べることにした。

2．ムクドリの世界

ムクドリの仲間は世界のどこにどのくらい

いるのだろうか。いくつかの文献を調べてみ

た。Feare（1984），Gruison（1976）によ

れば，全世界のムクドリ科は24属106種から

なっており，図－1のように東南アジアの島

々，ユーラシア大陸，アメリカ大陸などに生

息している。ムクドリ科の種が最も多く棲む
／㌻、ノう

図－1　世界のムクドリ科の分布

（数字は各地における穫教）

アフリカでは，主にテリムクドリ頑とl車血

るチャバネテリムク尾・マキェテジムタ貞・

ゴシキテリムク属など8－9員か生息してい

る。ヨーロッ′くからアジアの島々事こ糾すて生

息しているのは主にムクドリ属で図一20よ

うな地域に16種分布しており東南アジアに多

い。その中で最も生態がよく研究されている

のはヨーロッパに普通に棲息しているホシム

クドリで，この鳥は北アメリカなどにも移入

され分布を拡げている。（Terres1980）Cリ

日本ではコムクドリとムクドリの二種が繁殖

しており，コムクドリについては牛山（1966），

小池（1981）の研究がある。ムクドリについ

ては泉田（1982など），などの関東平野にお

ける研究がある。しかし，多雪地帯における

ムクドリの研究はまだ充分行われていない。

ここで述べることは1984年4月より1年間ム

クドリの生態について予備的な調査をしたも

のをまとめたものである。

同一2　世界のムクドリ爪の分布

3．繁薙期

ムクドリは1羽の雄と1羽の雌が番になっ

て春から夏にかけて1回か2回営巣繁殖する。

番形成の時期は精確にはわかっていないが2
－3月の穏やかな日の朝に2羽で軒下や電線

にとまり嘲りや巣穴のぞきをしているのが観

察されるので，実際の営巣のはるか以前に行

われている可能性がつよい。このことについ

ては現在標識して研究中である。

春4月雪が消え田や畑にヨモギやハコべな

どの草花が伸び出す頃に，冬の問は輔で1主

ただの群であった集団の中に明らかに書とわ

－8－
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4．非繁殖期と塀

ムクドリは非繁殖期に大規模な確をつくる。

しかしその規模や場所は季節によって変動が

ある。春4月黒崎町の河原でみられた噂は

200－300羽程で，川沿いの畑で日没前に群

で採食した後日没とともにすぐ脇の竹ヤプに

移り暗くなるまでざわついていた。繁殖し雛

を育てる頃になるとそういっ集団噂は目につ

かなくなるが，6月に雛が巣立つ頃になると

確に入る大きな群が日没前に毎日決まったル
ートを通過していくのを見ることができるよ

うになる。

実際そういった大きな集団喝を調査したの

は7月の下旬で，黒埼町緒立部落の電線に鈴

成りになった数千羽の群を発見してからであ

った。その後7月31日にはその詳しい状況を

調査した。それによると5時30分頃から各地

から群がこの部落に集まり始め電線にとまっ

たり，田畑に下りたりしてしばらくすごす。

それから30分程してそれらの群の一部が東へ

約1伽のアシ原へ移動し喝入りを始め，日没

に近づくにつれしだいにその教が増加した。

日没15分後には全ての個体6180羽がアシ

原へ移動し喝入りした。この日の日没は6時

53分だったので，前後を15分毎にしてまとめ

ると，日没前後15分内に大部分の鳥が喝へ

の移動を行っていることがわかった。（表－1）

時　間 �群数 �個体数 �1群あたり の個体数 個／群 

5：54－6：08 �1 �1 �1 

6：09－6：23 �3 �42 �14 

6：24－－づ：38 �11 �675 �61 

6：39－づ：53 �26 �2835 �109 

6：54－7：礪 �38 �2633 �69 

計 �79 �6186 �78 

（日没時刻6：53） 

さわいだりアシの上をなでるように群発Lた

りしてざわついていた。私達はこういった琴

一を他に教ヶ所発見し，ムクドリの毎日の移勤

距離を調べたが最も遠い所で10伽程であった三

時に利用する場所はアシ原や広葉樹の壷木．

竹ヤプなどであった。喝についた群は，翌日日

出直前に一斉に飛び立ち，一気に自分達の揉

食地へ向けて飛んでいく。そしてまた1日の

群を単位とした生活が始まる。非繁殖劇の生

活はそのほとんどが採食と休息に使われ田

や畑で昆虫やミミズなどを，宙上で帝やタブ

の実などを採食する。また休息には村落のす

ヤキの木などがよく刊胃される。これらの欝

は夕方に近づくにつれ怪つきと更合したりし

てしだいに鱒近くへ移動するこ

私達はこの時期の生活に閂して兼官に興味

深いことを発見しているが，今後もっと語継

な調査研究をした上で紹介したいと思ってい

る。

衰一115分毎のヰ入り個体数

（19糾年7月3日日，八橋町のアシ原での書己1線）

このようにムクドリは夕方に近づくと喝か

ら少し離れた場所で「時入り前集合（図－5）」

を行いそこから噂へ入ることがわかった。蠣

入りした後暗くなるまでギャーギャーと鳴き

－10－
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キリン山は東蒲原郡のはば中央，津

川盆地の阿賀野川と常浪川の合流地点

に位置し，急峻な岸壁が目立つ海抜

195mの小さな山である。その面積は

100ha余であり，そのうち森林面積は

60haと僅かであるが小地域ながら変

化に富んだ景勝地である。しかもキリ

ン山の特徴は優れた植生を保ち県内外

の植物研究者が多数おとずれ，県の文

化財に指定されるという恵まれた環境

である。

ここに観察される鳥類は低山性の留鳥と森

林，渓流ぞいの夏鳥又渡り途路の旅烏，亜高

山や深山の漂鳥などに加え河川に生活する鳥

と巾広く観られる。しかも市街地の公園に遊

ぶ気分で森林の雰囲気を味わうこともできる

という手軽さがある。

探鳥コースは全山を巡る遊歩道をゆっくり

歩いて植物や昆虫を観察し，眼下に広がる町

や阿賀，常浪の清流を又飯豊山や御神楽岳の

遠望を楽しみ3～4時間で一周できる。

普通探鳥の季節として繁殖期を利用するこ

とが多いが当地では晩秋から初冬に樹木の落

葉し冬将軍のくるつかの尚。春の芽吹き前後

の一時期もみのがせない好期である。亜高山

や深山の漂鳥，北への渡り途路の旅烏の姿を

いながらにして堪能できるからである。

キリン山は此だけの鳥又は特に珍しい鳥と

特筆するものはいないがビギナーからベテラ

ンまで気軽に楽しむことのできるバラェティ

に富んだ探鳥地です。どこの探鳥地でも同じ

ことだが数多くフィールドに出ることで鳥達の

色々な生活の姿，場面に出合うことができる。

例えば，早春残雪消えやらぬ雑木林にエナガの

巣作りを。オシドリ雌雄が老杉の枝に止る姿。雪

崩跡の日向のブッシュにトラツグミをみたり。日

射し温るむ芽吹きの頃はカラ類の混群によく出

合う。じっと動かずにいると手のとどく程近くま

で寄ってくる。突然はげしく鳴き慌てふためく彼

等を襲うハイタカに会うこともある。ヤマセミの

ダイビングもかなりの迫力だ。捕った魚の処理が

又みものだ。ハシボソガラスの婚猛さと賢さにあ

ぜんとしたこともある。橋桁に巣作りをするイワ

ツバメを巧みに襲い捕獲し生きたままを食うむ

ごたらしさ。よくカケスの羽毛が散乱しているこ

とがある。これも厳粛な生活のあかしだ。この

様なことは列挙にいとまがないのです。
一日でも一時間でも多くフィールドに出る

のに絶好の地です。

文献　加藤忠一q982）　東蒲原郡の鳥類
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